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汲古書院営業部行 
お申込み日：   年  月  日 

書  名 著 者 刊行年 本体価格 学会価格 注文部数 

律令国家と言語文化 土佐秀里 2020 年 2月 21,000 18,48018,48018,48018,480     

高山寺経蔵の形成と伝承 綜合調査団 2020 年 3月 25,000 22,00022,00022,00022,000  

静嘉堂文庫蔵『懐風藻箋註』本文と研究 土佐朋子 2018 年 2月 10,500 9,2409,2409,2409,240        

古事記と東アジアの神秘思想 王 小 林 2018年12月 9,000 7,9207,9207,9207,920        

万葉集と東アジア世界 上 川勝 守 2020 年 3月 6,000 5,2805,2805,2805,280        

日本文化研究における歴史と文学 柳沢昌紀 2020 年 3月 4,000 3,5203,5203,5203,520        

『毛詩』の文獻學的研究 藪 敏裕 2020 年 2月 13,000 11,44011,44011,44011,440  

六朝書翰文の研究 福井佳夫 2020 年 3月 15,000 13,20013,20013,20013,200     

白樂天研究―詩語と修辭― 埋田重夫 2020 年 3月 13,000 11,44011,44011,44011,440        

全譯三國志⑥「蜀書」 渡邉義浩 2019年11月 12,000 10,56010,56010,56010,560  

全譯三國志①～⑤・⑦～⑨ 渡邉義浩   各 20％引  

訳注 荆楚歳時記 中村裕一 2019年12月 12,000 10,56010,56010,56010,560 
 

中国古代の年中行事①〔春〕  中村裕一 2009 年 1月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事②〔夏〕  中村裕一 2009年10月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事③〔秋〕  中村裕一 2010年10月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事④〔冬〕  中村裕一 2010 年 8月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事⑤〔補遺・索引〕  中村裕一 2018年12月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

            

＊その他、ご希望書籍がございましたらお知らせ下さい。 
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書類の宛名：                     見積書 通・納品書 通・請求書 通 



【
主
要
目
次
】

序
章

律
令
国
家
と
言
語
文
化

「
言
語
の
自
立
性
」
と
歴
史
記
述
の
可
能
性
／
氏
族
制

と
律
令
制
／
律
令
的
思
考

第
一
章

文
字
の
思
考

文
字
の
倒
錯
『
古
事
記
』
序
文
／
断
片
と
縫
合
『
古
事
記
』

上
巻
／
書
物
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
／
漢
字
と
倭
歌
／
歌
の

記
載
と
価
値
／
東
歌
と
仮
名
表
記

第
二
章

「
感
情
」
の
発
見

斉
明
朝
・
天
智
朝

天
皇
挽
歌
の
生
成
／
言
語
呪
術
の
臨
界

天
智
挽
歌
群
／
天

智
朝
の
詩
宴
と
倭
歌

額
田
王
「
春
秋
競
憐
判
歌
」
／
天
智
朝

の
祭
祀
と
倭
歌

額
田
王
「
三
輪
山
歌
」
／
紫
草
の
に
ほ
へ

る
妹

「
蒲
生
野
遊
猟
歌
」
／
「
近
江
天
皇
を
思
ふ
歌
」
存

疑
／
額
田
王
の
「
位
置
」
／
〈
恋
愛
〉
の
発
見

第
三
章

「
神
話
」
と
儀
礼
の
創
出
／
解
体

天
武
朝
・
持
統
朝

天
」
と
「
国
」
と
「
海
」

舒
明
天
皇
「
望
国
歌
」
／
儀
礼
言

語
の
形
成
と
持
統
朝
／
「
戦
後
文
学
」
と
し
て
の
柿
本
人

麻
呂
／
人
麻
呂
登
場
／
神
話
と
儀
礼
の
解
体

柿
本
人
麻
呂

「
石
中
死
人
歌
」
／
人
麻
呂
挽
歌
の
〈
語
り
〉
と
視
点
／

「
無
常
の
雲
」
と
「
神
仙
の
雲
」
弓
削
皇
子
「
遊
吉
野
歌
」

第
四
章

「
大
宝
律
令
」
前
後

文
武
朝
・
元
明
朝

大
神
高
市
麻
呂
の
復
権
／
文
武
朝
の
行
幸
と
「
上
林
」
／

文
武
天
皇
の
述
懐
詩
と
詠
物
詩
／
文
武
天
皇
「
御
製
歌
」

存
疑
／
大
宝
元
年
の
長
意
吉
麻
呂
／
遣
唐
使
山
上
憶
良
の

日
本
回
帰
／
孤
独
な
女
帝
の
肖
像

元
明
天
皇
と
そ
の
御
製

第
五
章

律
令
官
人
の
夢
想
と
現
実

元
正
朝
・
聖
武
朝

不
比
等
か
ら
旅
人
へ
／
夜
の
従
駕
者

山
部
赤
人
「
吉
野
讃
歌
」

／
天
平
元
年
の
班
田
と
万
葉
集
／
藤
原
麻
呂
贈
歌
三
首
の

〈
神
話
〉
／
饗
宴
と
無
常

大
伴
坂
上
郎
女
「
宴
親
族
歌
」
／
高

橋
虫
麻
呂
の
女
性
幻
想
／
東
国
幻
想

「
詠
勝
鹿
真
間
娘
子
」

「
詠
上
総
末
珠
名
娘
子
」
／
家
持
と
童
女

【
主
要
目
次
】

序

文
❘
小
川
義
章
師
覚
書
類
の
概
要
と
翻
刻
─
─
歴
代
住
職

関
連
記
調
査
団
五
十
周
年
記
念
出
版
に
寄
せ
て
❘

…
…
…
…
…
…
…
…

高
山
山
寺
山
主

田
村
惠
心

緒

言

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
代
表

石
塚
晴
通

第
一
部

論

考

篇

コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
よ
り
見
た
る
高
山
寺
本
…
…

石
塚
晴
通

高
山
寺
蔵
空
海
撰
述
書
の
古
写
本
・
古
刊
本
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

月
本
雅
幸

玄
法
寺
儀
軌
に
お
け
る
敬
語
待
遇
表
現
の
諸
相

❘
院
政
期
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
二
種
❘

…
…

松
本
光
隆

『
雑
筆
集
』
所
収
の
教
化
の
文
体

…
…
…
…
…

山
本
真
吾

高
山
寺
の
古
辞
書
音
義

…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
の
諸
相

❘
僧
侶
の
事
績
を
中
心
に
❘
…
…
…
…
…
…
…

徳
永
良
次

中
世
初
期
旧
仏
教
寺
院
に
お
け
る
文
字
生
活

❘
明
恵
上
人
と
そ
の
周
辺
を
例
と
し
て
❘
…
…
…
矢
田

勉

高
山
寺
蔵
『
打
聞
集
』
に
つ
い
て

❘
仮
名
表
記
自
立
語
の
検
討
を
中
心
に
❘
…
…

磯
貝
淳
一

『
脩
華
嚴
奧
旨
妄
盡
還
源
觀
』
の
刊
行

❘
印
刷
方
法
と
訓
読
方
針
の
関
係
に
つ
い
て
❘

白
井

純

第
二
部

資

料

篇

高
山
寺
蔵
論
語
集
解
（
清
原
本
・
中
原
本
）
解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次

高
山
寺
蔵
『
法
華
経
義
疏
第
一
』
解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

古
田
恵
美
子

高
山
寺
蔵
「
観
智
記
」
鎌
倉
時
代
中
期
写
本

題
並
び
に
翻
字
本
文
…
…
…
…
…

土
井
光
祐
・
金
水

敏

高
山
寺
本
『
受
法
用
心
集
』
解
題
・
翻
刻
…
…

末
木
文
美
士

金
剛
般
若
経
依
天
親
菩
薩
論
賛
略
釈
秦
本
義
記

解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

小
川
義
章
師
覚
書
類
の
概
要
と
翻
刻

❘
歴
代
住
職
関
連
記
事
を
中
心
に
❘

大
槻

信
・
山
中
延
之

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
名
簿



【
主
要
目
次
】

ま
え
が
き
／
凡

例

本
文
篇

解

題

書
誌
と
伝
来
／
作
者
と
成
立
／
構
成
と
形
式

／

本
文
の
性
質
／
注
釈
の
特
徴
と
意
義

影
印
（
＊
利
用
の
便
か
ら
、
詩
・
詩
序
・
伝
記
に
対
し
、

影
印
・
翻
刻
共
通
の
番
号
を
上
部
欄
外
に
付
し
た
。
）

翻

刻

研
究
篇

第
一
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
と
鈴
木
真
年

❘
新
資
料
『
真
香
雑
記
』
の
「
今
井
舎
人
」
❘

第
二
章

今
井
舎
人
と
鈴
木
真
年

❘
鈴
木
真
年
伝
の
新
資
料
❘

第
三
章

鈴
木
真
年
の
知
的
環
境

第
四
章

書
誌
と
伝
来

第
五
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
と
群
書
類
従
本
『
懐
風
藻
』

第
六
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
本
文
の
性
格

第
七
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
引
用
典
籍
一
覧
お
よ
び
考
証

第
八
章

『
懐
風
藻
』
版
本
書
入
二
種

❘
河
村
秀
根
・
慈
本
書
入
本
の
紹
介
と
翻
刻
❘

第
九
章

狩
谷
棭
斎
書
入
『
懐
風
藻
』

❘
川
瀬
一
馬
「
狩
谷
棭
斎
著

『
懐
風
藻
校
注
』
」
修
正
❘

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／

索
引
（
人
名
・
神
名
索
引
／
書
名
・
文
献
名
索
引
）

（
平
成2

9

年
度
日
本
学
術
振
興
会
助
成
図
書
）

【
主
要
目
次
】

ま
え
が
き
／
凡
例

第
一
章

『
古
事
記
』
と
緯
書

『
古
事
記
』
成
書
の
謎
／
反
正
記
の
小
さ
な
糸
口
／

神
々
の
風
貌
／
各
種
文
献
に
見
る
異
常
な
歯
／
『
日

本
書
紀
』
の
天
皇
描
写
／
古
代
中
国
の
異
常
風
貌
／

反
正
記
の
表
現
と
緯
書
／
「
貫
珠
」
が
意
味
す
る
も

の
／
『
古
事
記
』
に
お
け
る
異
常
風
貌
説
の
機
能
／

記
紀
に
お
け
る
緯
書
の
受
容
〔
神
武
東
征
伝
承
と
緯

書
〕
／
「
な
が
ひ
と
」
考
❘
建
内
宿
禰
伝
承
と
讖
緯

思
想
／
『
懐
風
藻
』
の
場
合

第
二
章

『
古
事
記
』
と
朝
鮮
史
料

反
正
記
と
尼
師
今
伝
説
／
朝
鮮
史
料
・
渡
来
説
話
と

緯
書
／
脱
解
王
伝
承
が
語
る
も
の
／
骨
品
と
緯
書
／

『
三
国
史
記
』
に
見
る
井
戸
と
龍
／
『
三
国
遺
事
』
に

見
る
龍
／
井
戸
と
王
権
・
符
命
／
井
戸
、
池
、
川
、

海
と
崑
崙
の
水
界

第
三
章

『
古
事
記
』
と
神
仙
思
想

瑞
井
と
変
若
水
・
醴
泉
と
天
つ
水
／
上
代
文
献
に
見

る
井
戸
／
孤
立
し
た
仙
境
／
「
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能

木
実
」
伝
承
の
意
味
／
洞
天
・
地
脈
・
水
界
を
持
た

ぬ
日
本
の
龍
／
龍
と
の
関
係
を
絶
た
れ
る
反
正
天
皇

／
龍
と
「
天
つ
日
嗣
」
の
天
下
／

龍
と
革
命
の
思

想
／
異
常
風
貌
説
の
変
容
❘
「
長
人
」
か
ら
土
蜘
蛛
・

酒
呑
童
子
へ
／
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
神
秘
思
想

の
あ
り
方

第
四
章

『
古
事
記
』
と
『
帝
王
世
紀
』

『
古
事
記
』
は
歴
史
書
か
／
『
古
事
記
』
の
核
心
は
何

か
／
「
帝
紀
」
と
は
何
か
／
反
正
記
と
『
帝
王
世
紀
』

の
接
点

五

『
帝
王
世
紀
』
の
歴
史
叙
述
／
『
帝

王
世
紀
』
の
内
容
構
成
と
『
古
事
記
』
／
『
帝
王
世

紀
』
の
源
流
―
―
葉
書
・
牒
／
『
帝
王
世
紀
』
の
達

成
／
『
帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
と
緯
書
／
「
有
聖
徳
」

の
継
承
、
発
揚
と
緯
書
／
『
古
事
記
』
の
生
成
論
と

緯
書
／
『
古
事
記
』
の
文
章
表
現
と
『
帝
王
世
紀
』

／
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
の
場
合
／
太
安
万
侶
が

果
た
し
た
使
命

参
考
文
献
／
あ
と
が
き
／
人
名
索
引



【
内
容
目
次
】

は
じ
め
に
／
凡

例

第
一
章

日
本
古
代
国
家
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
世
界

❘
万
葉
集
巻
一
に
つ
い
て
❘

第
二
章

飛
鳥
藤
原
期
の
政
治
変
動
と
士
婚
及
び
葬
送
儀

礼
❘
万
葉
集
巻
二
の
相
聞
・
挽
歌
に
つ
い
て
❘

第
三
章

律
令
文
武
官
人
の
任
務
と
作
歌
活
動

❘
万
葉
集
巻
三
の
雑
歌
・
譬
喩
歌
・
挽
歌
に

つ
い
て
❘

第
四
章

日
本
型
相
聞
歌
と
律
令
文
武
官
人
の
作
歌
活
動

❘
万
葉
集
巻
四
の
相
聞
歌
に
つ
い
て
❘

第
五
章

遠
の
朝
廷
大
宰
府
・
九
州
官
人
の
作
歌
と
東
ア

ジ
ア
世
界

第
六
章

奈
良
京
朝
廷
官
人
の
公
務
と
作
歌

第
七
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
一

第
八
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
二

第
九
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
三

『
万
葉
集
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
上
巻
の
あ
と
が
き

万
葉
集
読
み
方
用
例
索
引

（
［
万
葉
集
特
別
漢
字
用
語
索
引
］

［
万
葉
仮
名
、
二
字
以
上
語
句
索
引
］

［
短
漢
文
語
句
索
引
］
）

索
引
（
［
件
名
事
項
索
引
］

［
件
名
・
動
物
索
引
］
［
件
名
・
植
物
索
引
］

［
人
名
索
引
］
［
地
名
索
引
］
ほ
か
）

【
内
容
目
次
】

第
一
部

合
戦
を
記
す

甫
庵
『
信
長
記
』
寛
永
元
年
版
に
お
け
る
片
仮
名

活
字
本
版
下
利
用
の
実
態

❘
巻
第
一
を
例
と
し
て
❘

…
…
…

柳
沢
昌
紀

天
正
三
年
武
田
勝
頼
岡
崎
攻
落
作
戦

❘
神
官
家
記
「
嶋
邑
家
根
元
慶
図
記
」
の
検
討
❘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

村
岡
幹
生

第
二
部

合
戦
と
文
事

『
東
国
紀
行
』
に
み
る
戦
国
時
代
の
交
通
・
宿
泊

事
情

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
田
邦
明

細
川
藤
孝
と
三
条
西
実
枝
（
実
澄
）

❘
連
歌
作
品
に
見
る
戦
国
の
合
戦
と
古
今
伝
受
❘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鶴
﨑
裕
雄

関
ケ
原
の
戦
と
古
今
伝
受

❘
勅
命
に
よ
る
開
城
を
め
ぐ
っ
て
❘

小
髙
道
子

第
三
部

絵
巻
を
め
ぐ
っ
て

説
話
集
と
絵
巻
の
鑑
賞
方
法

❘
朗
読
か
ら
読
書
へ
❘
…
…
…
…
…

藤
本
孝
一

岩
佐
又
兵
衛
の
芸
能
観

❘
浄
瑠
璃
愛
好
者
と
し
て
の
側
面
❘

深
谷

大

第
四
部

歴
史
と
文
学
の
間

烏
丸
光
栄
の
閲
歴
と
和
歌
活
動

中
川

豊

歴
史
に
お
け
る
「
日
常
」
の
発
見

❘
大
河
ド
ラ
マ
・
時
代
劇
・
司
馬
文
学
と
戦
後

歴
史
学
❘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
川
和
也

『
近
代
浅
野
忠
臣
詩
歌
尽
』
解
題
・
翻
刻

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

飯
野
朋
美

あ
と
が
き

執
筆
者
紹
介



【
内
容
目
次
】

第
一
章

『
毛
序
』
に
つ
い
て

『
毛
序
』
成
立
考
❘
古
文
學
と
の
比
較
を
中
心
と

し
て
❘
／
『
詩
』
の
原
義
と
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

茲
衣
篇
❘
『
毛
序
』
の
都
人
士
篇
解
釋
を
中
心

に
❘
／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
か
ら
見

た
『
毛
詩
』
齊
風
の
詩
意
❘
東
方
未
明
篇
と
猗

嗟
篇
を
中
心
と
し
て
❘
／
『
淸
華
簡
一
』
金
縢

篇
所
見
の
周
公
の
事
績
と
豳
風
『
毛
序
』
／

『
毛
序
』
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
❘
鈴
木
説
・
猪

口
説
批
判
❘
／
『
毛
序
』
研
究
の
近
況
と
課
題

第
二
章

『
毛
傳
』
に
つ
い
て

「
王
事
靡
盬
」
解
釋
か
ら
見
た
『
毛
傳
』
の
訓

詁
態
度
／
『
詩
經
』
旄
丘
篇
解
釋
か
ら
見
た

『
毛
傳
』
の
訓
詁
態
度
／
『
詩
經
』
征
役
詩
解
釋

か
ら
見
た
『
毛
傳
』
の
訓
詁
態
度
／
『
詩
經
』

解
釋
史
序
説
❘
關
睢
篇
の
經
學
的
解
釋
と
そ
の

評
價
を
め
ぐ
っ
て
❘

第
三
章

『
毛
詩
』
に
つ
い
て

三
家
詩
と
『
毛
詩
』
❘
關
睢
篇
を
中
心
と
し
て

／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
所
引
の
詩
解

釈
❘
周
頌
・
淸
廟
之
什
・
淸
廟
篇
を
中
心
と
し

て
❘
／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
の
甘
棠

篇
解
釋
か
ら
見
る
詩
の
成
立
／
『
上
博
簡
一
』

か
ら
見
た
『
毛
詩
』
に
見
え
る
「
緝
熙
」
の
解

釋
／
『
淸
華
簡
一
』
旨
阝
（
耆
）
夜
篇
に
見
え

る
「
誦
」
と
「
訶
」
の
解
釋

第
四
章

『
詩
經
』
に
關
わ
る
そ
の
他
の
諸
問
題

『
鹽
鐵
論
』
詩
説
研
究
／
『
詩
經
』
周
頌
・
淸
廟

之
什
に
見
え
る
祖
靈
祭
祀
に
つ
い
て
／
『
詩
經
』

に
見
え
る
祖
靈
❘
周
頌
・
淸
廟
之
什
の
祖
靈
祭

祀
を
中
心
に
❘
／
天
作
篇
と
我
將
篇
理
解
か
ら

見
る
荀
子
詩
説
の
『
詩
經
』
解
釋
史
上
の
意
義

【
内
容
目
次
】

第
一
章

作
家
の
簡
潔
な
注
釈
た
り
う
る
か

❘
書
翰
文
の
概
観
❘

第
二
章

友
と
清
宴
を
た
の
し
も
う

❘
曹
丕
「
与
呉
質
書
」
を
中
心
に
❘

第
三
章

書
翰
の
名
手
は
わ
し
じ
ゃ

❘
応
璩
の
書
翰
文
❘

第
四
章

二
流
の
書
翰
で
失
敬

❘
王
羲
之
の
書
翰
と
尺
牘
❘

第
五
章

書
翰
は
文
学
で
あ
り
ま
す

❘
鮑
照
「
登
大
雷
岸
与
妹
書
」
を
中
心
に
❘

第
六
章

裏
を
よ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ

❘
劉
孝
儀
の
「
北
使
還
与
永
豊
侯
書
」
❘

第
七
章

皇
太
子
が
お
便
り
し
ま
す

❘
蕭
統
蕭
綱
兄
弟
の
書
翰
文
❘

第
八
章

構
成
は
三
段
で
き
め
よ
う

❘
美
文
書
翰
の
書
式
❘

第
九
章

こ
れ
が
書
翰
の
お
手
本
じ
ゃ

❘
「
十
二
月
啓
」
訳
注
❘

第
十
章

書
翰
は
気
ど
っ
て
か
こ
う

❘
王
褒
「
与
周
弘
譲
書
」
を
中
心
に
❘

第
十
一
章

母
さ
ま
に
お
会
い
し
た
い

❘
宇
文
護
母
子
の
書
翰
文
❘

第
十
二
章

臣
に
な
ら
ぬ
か
❘
招
隠
書
翰
❘

索

引



【
内
容
目
次
】

口
繪
・
は
し
が
き
・
凡
例

〔
序

論
〕

序
章

白
居
易
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
修
辭
技
法

❘
文
の
實
驗
場
❘

〔
本
論
Ⅰ
〕
詩
語
の
諸
相

第
一
章

白
居
易
「
新
豐
折
臂
翁
」
詩
に
つ
い
て

❘
老
人
の
描
寫
が
意
味
す
る
も
の
❘

第
二
章

白
居
易
「
日
已
高
」
考

❘
一
日
の
時
間
表
現
を
中
心
に
し
て
❘

第
三
章

詩
語
「
顔
色
」
の
形
成
と
展
開

❘
白
居
易
詩
に
お
け
る
俗
語
用
法
に
關
連
さ
せ
て

第
四
章

白
居
易
「
就
中
腸
斷
是
秋
天
」
試
論

❘
天
を
伴
う
四
季
表
現
を
中
心
に
し
て
❘

第
五
章

白
居
易
詩
に
み
ら
れ
る
「
誰
家
」
を
め

ぐ
っ
て

❘
特
に
そ
の
俗
語
用
法
に
關
す
る
考
察
❘

第
六
章

白
居
易
詠
花
詩
論
考

❘
「
別
花
」
の
詩
人
❘

第
七
章

白
居
易
「
病
中
哭
金
鑾
子
」
詩
考

❘
發
想
と
措
辭
の
観
點
か
ら
❘

第
八
章

白
居
易
「
念
金
鑾
子
二
首
」
が
意
味
す

る
も
の

❘
「
理
」
と
「
知
」
の
用
法
を
中
心
に
し
て
❘

第
九
章

白
居
易
の
喫
茶
詩
に
つ
い
て

❘
茶
酒
の
詩
境
❘

〔
本
論
Ⅱ
〕
修
辭
の
諸
相

第
十
章

白
居
易
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
」
の
修

辭
技
法

第
十
一
章

白
居
易
の
數
字
表
現
に
つ
い
て

❘
修
辭
技
法
と
心
象
構
造
❘

第
十
二
章

再
び
白
居
易
の
數
字
表
現
に
つ
い
て

❘
陶
潛
・
李
白
・
杜
甫
と
比
較
し
て
❘

第
十
三
章

白
居
易
詩
に
お
け
る
連
鎖
表
現

第
十
四
章

白
居
易
と
韓
愈
の
聯
句
詩
に
つ
い
て

❘
聯
句
形
成
史
に
お
け
る
そ
の
意
義
❘

第
十
五
章

白
居
易
に
お
け
る
五
絶
と
七
律
の

對
立
性
を
め
ぐ
っ
て

第
十
六
章

白
居
易
の
五
言
絶
句
に
つ
い
て

❘
詩
人
と
詩
型
（
上
）
❘

第
十
七
章

白
居
易
七
言
律
詩
考

❘
詩
人
と
詩
型
（
下
）
❘

第
十
八
章

白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
修
辭
技
法

❘
對
偶
と
連
鎖
の
物
語
❘

あ
と
が
き
・
論
文
初
出
一
覽
・

『
那
波
道
圓
本
白
氏
文
集
』
引
用
作
品
編
目
索
引

【
全
九
冊

内
容
目
次
】

第
一
册

魏
書
（
一
）

解
題
／
上
三
國
志
注
表
／
武
帝
紀
第
一
／
文
帝
紀
第
二

／
明
帝
紀
第
三
／
三
少
帝
紀
第
四

第
二
册

魏
書
（
二
）

后
妃
傳
第
五
／
董
二
袁
劉
傳
第
六
／
呂
布
張
邈
臧
洪
傳

第
七
／
二
公
孫
陶
四
張
傳
第
八

第
三
册

魏
書
（
三
）

諸
夏
侯
曹
傳
第
九
／
荀
彧
荀
攸
賈
詡
傳
第
十
／
袁
張
涼

國
田
王
邴
管
傳
第
十
一
／
崔
毛
徐
何
邢
鮑
司
馬
傳
第
十

二
／
鍾
繇
華
歆
王
朗
傳
第
十
三
／
程
郭
董
劉
蒋
劉
傳
第

十
四

第
四
册

魏
書
（
四
）

劉
司
馬
梁
張
温
賈
傳
第
十
五
／
任
蘇
杜
鄭
倉
傳
第
十
六

／
張
楽
于
張
徐
傳
第
十
七
／
二
李
臧
文
呂
許
典
二
龐
閻

傳
第
十
八
／
任
城
陳
蕭
王
傳
第
十
九
／
武
文
世
王
公
傳

第
二
十
／
王
衛
二
劉
傳
第
二
十
一
／
桓
二
陳
徐
衛
盧
傳

第
二
十
二
／
和
常
楊
杜
趙
裴
傳
第
二
十
三

第
五
册

魏
書
（
五
）

韓
崔
高
孫
王
傳
第
二
十
四
／
辛
毗
楊
阜
高
堂
隆
傳
第
二

十
五
／
満
田
牽
郭
傳
第
二
十
六
／
徐
胡
二
王
傳
第
二
十

七
／
王
毌
丘
諸
葛
鄧
鍾
傳
第
二
十
八
／
方
技
傳
第
二
十

九
／
烏
丸
鮮
卑
東
夷
傳
第
三
十

第
六
册

蜀
書

劉
二
牧
傳
第
一
／
先
主
傳
第
二
／
後
主
傳
第
三
／
二
主

妃
子
傳
第
四
／
諸
葛
亮
傳
第
五
／
関
張
馬
黄
趙
傳
第
六

／
龐
統
法
正
傳
第
七
／
許
麋
孫
簡
伊
秦
傳
第
八
／
董
劉

馬
陳
董
呂
傳
第
九
／
劉
彭
廖
李
劉
魏
楊
傳
第
十
／
霍
王

向
張
楊
費
傳
第
十
一
／
杜
周
杜
許
孟
来
尹
李
譙
郤
傳
第

十
二
／
黄
李
呂
馬
王
張
傳
第
十
三
／
蒋
琬
費
禕
姜
維
傳

第
十
四
／
鄧
張
宗
楊
傳
第
十
五

第
七
册

呉
書
（
一
）

孫
破
虜
討
逆
傳
第
一
／
呉
主
傳
第
二
／
三
嗣
主
傳
第
三

／
劉
繇
太
史
慈
士
燮
傳
第
四
／
妃
嬪
傳
第
五
／
宗
室
傳

第
六
／
張
顧
諸
葛
歩
傳
第
七
／
張
厳
程
闞
薛
傳
第
八
／

周
瑜
魯
粛
呂
蒙
傳
第
九
／
程
黄
韓
蒋
周
陳
董
甘
淩
徐
潘

丁
傳
第
十

第
八
册

呉
書
（
二
）

朱
治
朱
然
呂
範
朱
桓
傳
第
十
一
／
虞
陸
張
駱
陸
吾
朱
傳

第
十
二
／
陸
遜
傳
第
十
三
／
呉
主
五
子
傳
第
十
四
／
賀

全
呂
周
鍾
離
傳
第
十
五
／
潘
濬
陸
凱
傳
第
十
六
／
是
儀

胡
綜
傳
第
十
七
／
呉
範
劉
惇
趙
達
傳
第
十
八
／
諸
葛
滕

二
孫
濮
陽
傳
第
十
九
／
王
楼
賀
韋
華
傳
第
二
十

別
巻

三
國
志
研
究
備
要



『
荆
楚
歳
時
記
』
は
荆
楚
地
方
の
年
中
行
事
に
加
え
て
、

六
世
紀
の
華
北
の
年
中
行
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
七
世

紀
の
中
国
の
歳
時
風
俗
を
大
観
す
る
の
に
好
都
合
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
古
代
日
本
も
隋
唐
か
ら
「
令
」
を
受
け

入
れ
、
「
令
」
に
基
礎
を
置
く
当
時
に
お
け
る
近
代
国
家

の
形
成
に
努
め
て
い
た
。
「
令
」
に
は
皇
帝
支
配
と
そ
れ

に
関
連
す
る
年
中
行
事
が
あ
り
、
唐
国
の
学
習
と
「
令
制
」

に
基
づ
く
天
皇
支
配
制
に
附
随
す
る
年
中
行
事
を
確
立
す

る
た
め
に
、
『
荆
楚
歳
時
記
』
を
教
本
の
一
と
し
て
必
要

と
し
た
の
で
あ
る
。

【
本
書
の
構
成
】

〇
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
記
事
は
、
陳
継
儒
（1558

～1
639

）

の
「
宝
顔
堂
秘
笈
広
集
」
本
に
従
う
。

〇
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
記
事
は
約
五
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
、

こ
の
う
ち
で
一
記
事
を
二
記
事
に
分
割
し
た
記
事
も
あ

る
。

〇

最
初
に
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
原
文
を
示
し
、
次
に
読
み

下
し
文
を
示
し
、
次
に
注
記
を
掲
げ
る
。

〇

各
記
事
は
、
読
み
下
し
文
と
語
彙
の
注
解
か
ら
な
り
、

記
事
の
内
容
や
成
立
す
る
背
景
を
述
べ
る
箇
所
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
「
附
節
」
の
項
を
加
え
、
記
事
の
背
景

を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
既
刊
の
『
中
国

古
代
の
年
中
行
事
』
の
当
該
箇
所
と
併
読
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
各
行
事
の
由
来
や
後
世
の
展
開
が
よ
く
理
解
で

き
る
と
考
え
た
。

（
１
）
本
索
引
は
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
春
冊
・

夏
冊
・
秋
冊
・
冬
冊
お
よ
び
補
遺
冊
（
本
冊
）

の
総
合
索
引
で
あ
る
。

（
２
）
「
春
冊
」
を
①
、
「
夏
冊
」
を
②
、
「
秋
冊
」

を
③
、
「
冬
冊
」
を
④
、
「
補
遺
冊
」
を
⑤
と

し
て
、
冊
数
を
示
し
た
。

（
３
）
項
目
の
配
列
は
漢
字
単
位
の
五
十
音
順
と
し
た
。

（
４
）
複
数
の
よ
み
方
が
想
定
さ
れ
る
項
目
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
よ
み
を
該
当
す
る
と
こ
ろ
に
配
し
た
。

（
５
）
「
補
遺
冊
」
食
忌
の
項
目
は
、
例
え
ば
「
猪
肉

と
魚
」
の
場
合
は
、
「
魚
と
猪
肉
」
で
も
検
索

で
き
る
よ
う
に
按
配
し
た
。

【
本
書
の
特
色
・
意
義
】

◎
隋
唐
公
文
書
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
詳
細
な
史
料
考

証
か
ら
、
中
国
古
代
の
年
中
行
事
を
具
体
的
に
解
明
。

中
国
史
料
：
『
玉
燭
宝
典
』
『
荊
楚
歳
時
記
』
『
藝
文

類
聚
』
ほ
か

日
本
史
料
：
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
『
行
歴
抄
』

『
年
中
行
事
秘
抄
』
『
令
義
解
』
『
医
心
方
』
な
ど

◎
人
名
や
難
読
漢
字
に
は
ル
ビ
を
振
り
、
引
用
漢
文
に
は

口
語
訳
を
添
え
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
語

彙
蒐
集
成
果
。

◎
王
朝
の
交
替
を
も
た
ら
す
社
会
構
造
の
変
化
や
、
文
字

を
持
た
な
い
古
代
民
衆
の
風
俗
や
生
活
の
実
体
が
明
ら

か
に
な
る
。

◎
中
国
古
代
の
年
中
行
事
の
解
明
は
、
日
本
の
古
代
国
家

制
度
・
年
中
行
事
研
究
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
す
る
。


